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事事務務局局かかららののおおししららせせ 

■■
カカ
ミミ
ンン
ググ
ホホ
ーー
ムム 

２
０
２
４
年
の
該
当
は
次
の
と
お
り
で
す
。 


 

卒卒
後後
1100
年年
：
保
健
学
科
９
期
生 

（
平
成
27
年
3
月
卒
） 


 

卒卒
後後
2200
年年
：
短
大
29
回
生 

（
平
成
17
年
3
月
卒
） 


 

卒卒
後後
3300
年年
：
短
大
19
回
生 

（
平
成

7
年
3
月
卒
） 


 

卒卒
後後
4400
年年
：
短
大
９
回
生 

（
昭
和
60
年
3
月
卒
） 


 

卒卒
後後
5500
年年
：
臨
検
１
回
生 

（
昭
和
50
年
3
月
卒
） 

臨
嶺
会
と
し
て
補
助
、
協
力
（
構
内
見
学

な
ど
）
を
い
た
し
ま
す 

     

こ
こ
数
年
は
同
級
会
の
開
催
が
難
し
か
っ

た
で
す
が
、
該
当
年
が
過
ぎ
て
い
る
、
あ
る

い
は
ま
だ
少
し
前
で
あ
る
場
合
で
も
、
同
級

会
を
開
催
す
る
学
年
に
つ
き
ま
し
て
は
、
補

助
を
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

■■
会会
費費
未未
納納
のの
方方
へへ 

臨
嶺
会
は
皆
様
の
会
費
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
会
費
未
納
の
方
に
現
在
は
未
納

金
額
の
お
知
ら
せ
を
同
封
い
た
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
未
納
金
額
は
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
き
、
下
記
振
込
先
へ
納
入
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
な
ど
の
際
に
納
入
の

お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

   

振
込
先
：
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 
 

口
座
番
号
：
０
０
５
２
０-

０-

２
０
１
８
７ 

加
入
者
名
：
「
臨
嶺
会
」 

 

振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
衛
・
臨
・
短
何
回
生
、

会
員
番
号
を
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
保
健
学
科
卒
業
生
は
保
健
学
科
同
窓

会
に
納
入
く
だ
さ
い
。 

 

■■
卒卒
業業
後後
のの
証証
明明
書書
申申
請請
方方
法法  

卒
業
証
明
書
、
成
績
証
明
書
等
の
申
込
み

は
、
郵
送
お
よ
び
窓
口
の
み
の
受
付
と
な
り

ま
す
。
詳
細
は
「
信
州
大
学
医
学
部
保
健
学

科
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
各
種
証
明
書
」
の

「
卒
業
生
の
方
へ 

各
種
証
明
書
発
行
に
つ

い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

■■
住住
所所
等等
変変
更更
ごご
連連
絡絡
のの
おお
願願
いい  

転
居
先
不
明
で
戻
っ
て
く
る
会
報
が
多
数

あ
り
ま
す
。
改
姓
・
住
所
・・
勤
務
先
等
の
変
更

が
生
じ
た
場
合
は
、
必
ず
事
務
局
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ご

実
家
あ
る
い
は
勤
務
先
宛
で
会
報
を
受
け
取

っ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
現
住
所
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。 

方
法
は
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
、
封
書
あ
る
い

は
臨
嶺
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
会
員
情
報
の
変

更
」
サ
イ
ト
（
左
記
の
Q

R
コ
ー
ド
か
ら
直

接
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
移
動
で
き
ま
す
。 

h
ttp

s
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令和６年 3 月卒業・修了 

令和 6 年 1 月 30 日現在  (  )内人数 

保保健健学学科科 11８８期期生生  3311 名名 

 就就職職：：2266 名名 

長野県立病院機構(1)、日本赤十字社長野赤十字病

院(1)、日本赤十字社諏訪赤十字病院(1)、伊南行政

組合昭和伊南総合病院(1)、市立甲府病院(1)、山梨

県厚生連健康管理センター(1)、杏林大学医学部付

属病院(1)、順天堂大学医学部附属順天堂医院(2)、

日本赤十字社武蔵野赤十字病院(1)、日本医科大学

付属病院(1)、横浜市立大学附属病院(1)、埼玉県立

病院機構(1)、日本赤十字社成田赤十字病院(1)、地

方独立行政法人岐阜県総合医療センター(1)、愛知

医科大学病院(1)、JA愛知厚生連江南厚生病院(1)、

医療法人豊田会刈谷豊田総合病院(1)、公立西知多

総合病院(1)、国家公務員共済組合連合会名城病院

(1)、静岡県立静岡がんセンター(1)、社会福祉法人

京都社会事業財団京都桂病院(1)、公益財団法人田

附興風会医学研究所北野病院(1)、医療法人三宅会

太子病院(1)、富山大学附属病院(1)、キッセイ薬品

工業株式会社(1)  

 進進学学：：44 名名 

信州大学大学院医学系研究科保健学専攻（修士課

程）(3)、筑波大学大学院人間総合科学学術院人間

総合科学研究群フロンティア医科学学位プログラ

ム(1) 

 

大大学学院院医医学学系系研研究究科科修修士士課課程程  

保保健健学学専専攻攻    

修修了了生生 1144 名名（（内内社社会会人人 22 名名）） 

 就就職職：：1111 名名 

信州大学医学部附属病院(2)、日本赤十字社長野赤

十字病院(1)、長野県厚生農業協同組合連合会南長

野医療センター篠ノ井総合病院(1)、社会医療法人

栗山会飯田病院(1)、医療法人社団篠原会甲府脳神

経外科病院(1)、平塚市民病院(1)、愛知県厚生農業

協同組合連合会豊田厚生病院(1)、浜松医科大学医

学部附属病院(1)、キッセイ薬品工業株式会社(1)、

中外製薬工業株式会社(1) 

 進進学学：：22 名名 

信州大学大学院総合医理工学研究科（博士課程）(2) 

 

大大学学院院総総合合医医理理工工学学研研究究科科博博士士課課程程医医学学

系系専専攻攻保保健健学学分分野野  修修了了生生 11 名名  

 就就職職：：１１名名 

卒卒業業生生のの進進路路 

事務局からのおしらせ事務局からのおしらせ

　

こ
こ
数
年
は
同
級
会
の
開
催
が
難
し
か
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
該
当
年
が
過
ぎ
て
い
る
、

あ
る
い
は
ま
だ
少
し
前
で
あ
る
場
合
で
も
、

同
級
会
を
開
催
す
る
学
年
に
つ
き
ま
し
て

は
、
補
助
を
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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2 
 

『『
野野
菜菜
づづ
くく
りり
』』  

衛
1 

 

清
水 

敏
夫 

定
年
後
は
野
菜
づ
く
り
と
雑

用
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
す
。
趣
味

の
家
庭
菜
園
は
、
耕
作
放
棄
地
や

知
人
か
ら
依
頼
で
、
今
で
は
35

ａ
に
な
り
ま
す
。
自
然
に
親
し
む

つ
も
り
が
、
雑
草
に
追
わ
れ
て
い

ま
す
。 

今
年
は
、
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
双

光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
県
技
師

会
の
推
薦
で
、
60
年
ぶ
り
に
皇

居
の
二
重
橋
を
み
て
、
天
皇
陛
下

に
お
会
い
し
感
激
の
極
み
で
し

た
。
歳
相
応
で
す
。 

 

 

次
号 

古
池 

嘉
朗 

『『
演演
劇劇
鑑鑑
賞賞
』』  

衛
２ 

 

吉
澤 

三
枝
子 

私
は
演
劇
鑑
賞
団
体
の
長
野

市
民
劇
場
に
入
っ
て
い
ま
す
。
去

年
、
栗
原
小
巻
さ
ん
が
松
井
須
磨

子
を
演
じ
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
な
ど

す
ば
ら
し
い
歌
声
で
し
た
。
今
年
、

音
無
美
紀
子
さ
ん
、
太
川
陽
介
さ

ん
が
夫
婦
役
で
水
俣
病
の
家
族

が
差
別
や
偏
見
の
中
で
バ
ラ
バ

ラ
に
な
り
長
い
年
月
を
経
て
再

生
し
て
い
く
物
語
で
し
た
。 

演
劇
は
大
き
な
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
お
勧

め
で
す
。 

 

 

次
号 

原
（
早
川
）
は
る
か 

  

『『
長長
峰峰
山山
へへ
いい
らら
っっ
しし
ゃゃ
いい  

』』  

衛
３ 

天
木
（
丸
山
）
登
代 

退
職
後
、
安
曇
野
市
の
長
峰
山

を
拠
点
に 

〝〝
人
と
生
き
も
の
が

つ
な
が
る
里
山
再
生
〟〟
を
目
標

に
森
と
草
原
の
整
備
活
動
を
し

て
い
る
N

P

O
森
倶
楽
部
２１

と
運
命
的
な
出
会
い
を
し
、
手
弁

当
で
通
っ
て
い
ま
す
。
若
い
頃
登

っ
た
北
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
を
眺

め
な
が
ら
汗
を
流
し
、
お
弁
当
を

食
べ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
ご
一

緒
し
ま
せ
ん
か
！！ 

 

  

  

次
号 

辰
巳
（
宮
崎
）
貴
子 

『『
箱箱
根根
ゴゴ
ーー
ルル
デデ
ンン
ルル
ーー
トト
』』  

衛
４ 

 

玉
城
（
酒
井
）
百
合
子 

家
族
、
友
人
と
何
度
も
訪
れ
て
い

た
箱
根
を
今
年
長
野
に
住
む
妹
と
一

緒
に
旅
し
ま
し
た
。
妹
は
実
家
を
継

ぎ
、
親
を
看
取
り
、
感
謝
の
思
い
を

こ
め
て
招
待
し
た
の
で
す
。
二
人
き

り
の
旅
は
ま
さ
に
50
年
ぶ
り
で
し
た
。

箱
根
湯
本
か
ら
登
山
鉄
道
に
乗
り
強

羅
で
一
泊
。
そ
し
て
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
乗
り
継
ぎ
、
芦
ノ

湖
の
観
光
船
、
天
気
が
良
い
と
富
士

山
も
望
ま
れ
、
ま
さ
に
ゴ
ー
ル
デ
ン

ル
ー
ト
で
す
。（
話
は
尽
き
る
こ
と
な

く
姉
妹
の
忘
れ
ら
れ
な
い
想
い
出
と

な
り
ま
し
た
。） 

箱
根
は
首
都
圏
か
ら
近
く
、
気
軽

に
行
け
て
お
ス
ス
メ
で
す
。 

 

次
号 

関
谷
（
仁
木
）
久
美
子  

『『
私私
のの
推推
しし
はは
秋秋
のの
葡葡
萄萄
棚棚
』』  

衛
5 

山
本
（
松
本
）
ひ
ろ
子 

山
梨
県
は
葡
萄
の
生
産
全
国

一
で
す
。
葡
萄
の
収
穫
が
終
わ
り

11
月
初
旬
に
な
る
と
葡
萄
の
葉

が
見
事
な
紅
葉
に
染
ま
り
ま
す
。

葡
萄
の
種
類
に
よ
っ
て
紅
葉
の

色
が
違
う
の
で
上
か
ら
見
る
と

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
様
な
風
景
で

す
。
知
ら
な
い
人
が
多
い
こ
の
風

景
が
よ
く
見
え
る
所
は
、
勝
沼
の

ぶ
ど
う
の
丘
、
中
央
線
の
勝
沼
ぶ

ど
う
郷
駅
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

是
非
お
出
か
け
下
さ
い
。 

 

次
号 

原
（
藤
原
）
正
子
（
推
） 

北アルプスを望む 4 月 

チョウと花の 6 月 

 

 

 近 況 

秋の葡萄棚 
峡東地域ワインリゾート推進協議会提供 

芦ノ湖海賊船の前で 

私
の
癒
し 

イ
チ
と
ル
ン 

！
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3 
 

『『
私私
のの
推推
しし
はは
煮煮
かか
つつ
』』  

衛
6 

吉
良
（
宮
沢
）
紀
子 

卒
業
し
て
50
年
、
退
職
し
て

40
年
に
も
な
る
身
に
は
、
学
校

時
代
は
霞
の
彼
方
で
す
。
現
役
の

仕
事
を
し
な
が
ら
の
子
育
て
は
、

相
当
能
力
が
な
い
と
務
ま
ら
な

い
と
、
当
時
思
っ
た
も
の
で
し
た
。 

結
婚
で
退
職
し
、
飯
田
で
「
き

た
や
」
と
い
う
飲
食
店
を
夫
と
共

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
う
ち
の
推

し
は
「
煮
か
つ
」
で
す
。 

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

    

    

次
号 

羽
山 

正
義 

『『
朝朝
焼焼
けけ
』』  

臨
１ 

上
原
（
横
田
）
慶
子 

 

近
く
に
あ
る
長
野
運
動
公
園

ま
で
毎
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し

て
い
ま
す
。 

太
陽
が
昇
り
始
め
る
30
分
程

前
、
雲
の
重
な
り
が
ピ
ン
ク
に
オ

レ
ン
ジ
に
と
変
化
し
て
幻
想
的

な
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
に
な
り
ま

す
。
二
度
と
同
じ
に
な
る
こ
と
は

な
い
の
で
毎
日
が
ウ
キ
ウ
キ
で

す
。 

 

 

次
号 

池
田
（
和
田
）
せ
つ
子(

推) 

『『
街街
道道
歩歩
きき
しし
てて
いい
まま
すす
』』  

臨
2 

田
中 

祐
子 

歩
く
こ
と
が
好
き
で
、
十
数
年

前
に
旅
行
会
社
の
東
海
道
歩
き

に
行
っ
て
街
道
歩
き
の
楽
し
さ

を
知
っ
て
以
来
、
都
合
で
歩
け
な

か
っ
た
所
も
多
く
あ
り
ま
す
が

主
要
な
五
街
道
を
歩
き
、
今
は
北

国
街
道
を
歩
い
て
い
ま
す
。
一
里

塚
を
た
ど
り
宿
場
か
ら
宿
場
へ
、

長
い
時
を
経
て
道
も
町
並
み
も

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
変

わ
ら
ず
残
っ
て
い
る
所
も
あ
り

歴
史
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

次
号 

小
池(

坂
本
）
と
き
え(

推) 

『『
聴聴
くく
本本
』』  

短
１ 

和
田
（
小
池
）
治
美 

検
査
の
職
場
か
ら
離
れ
て
数

十
年
。
夫
の
定
年
と
と
も
に
二
人

の
郷
里
長
野
市
に
戻
り
ま
し
た
。

老
義
両
親
と
の
暮
ら
し
も
八
年

が
過
ぎ
、
昨
年
義
父
が
逝
き
義
母

も
車
い
す
生
活
で
す
。 

唯
一
の
楽
し
み
は
ス
マ
ホ
で

聴
く
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
！ 

声

の
プ
ロ
が
書
籍
を
朗
読
し
て
く

れ
ま
す
。
目
の
負
担
も
少
な
く
お

手
軽
。
今
ハ
マ
っ
て
い
る
の
が
銭

形
平
次
捕
物
控…

…

笑
。
こ
の
声

優
さ
ん
の
シ
リ
ー
ズ
が
好
き
で

す
。 

 

 

次
号 

河
西
（
岡
村
）
千
恵
子 

『『
多多
摩摩
モモ
ノノ
レレ
ーー
ルル
』』  

短
2 

中
原
（
林
）
圭
子 

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、
多
摩
地

域
を
南
北
に
多
摩
丘
陵
や
河
川

敷
、
住
宅
街
を
ゆ
っ
く
り
と
走
行

し
ま
す
。 

 

沿
線
に
多
摩
動
物
園
や
昭
和

記
念
公
園
が
あ
り
子
供
た
ち
の

遠
足
に
も
よ
く
利
用
さ
れ
ま
す
。 

 

車
窓
か
ら
眺
め
る
富
士
山
が

美
し
く
、
冬
の
日
没
時
に
は
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
富
士
が
見
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
「
日
本
夜
景
遺

産
」
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

次
号 

三
上
（
麦
島
）
美
恵
（
推
） 

ノミの跡が残る青柳の大切通し 

（善光寺街道） 

散歩コースから眺める 
富士山とモノレール 

マ
イ
ス
マ
ホ 

朝
焼
け 

柳
川
鍋
で
、
か
つ
と
野
菜
を 

卵
と
じ
に
し
ま
す 

 



4

 

4 
 

『『
雪雪
中中
梅梅
』』  

短
3 

岡
崎
（
大
倉
）
和
美 

い
つ
の
頃
か
ら
か
日
本
酒
の

奥
深
さ
に
は
ま
り
ま
し
た
。
日
本

酒
好
き
の
友
人
と
毎
年
お
酒
を

贈
り
合
い
、
各
地
の
様
々
な
お
酒

の
味
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。 

そ
ん
な
私
の
推
し
は
、
新
潟
県

上
越
市
の
丸
山
酒
造
さ
ん
で
造

ら
れ
る
「
雪
中
梅
」
。
吟
醸
酒
、

純
米
酒
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
さ
ら
っ
と
し
た
甘
口
の
普

通
酒
が
飲
み
や
す
く
、
数
十
年
に

渡
っ
て
購
入
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 

 

   

次
号 

千
田
（
大
田
）
澄
江 

『『
私私
のの
推推
しし
はは
久久
世世
福福
だだ
しし
』』  

短
４ 

玉
井 

清
子 

少
し
ず
つ
体
力
が
落
ち
て
い

く
身
体
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
食

べ
る
こ
と
を
丁
寧
に
し
て
み
よ

う
と
思
い
た
っ
た
こ
の
頃
で
す
。

私
の
推
し
は
、
久
世
福
商
店
の
だ

し
パ
ッ
ク
で
す
。 

お
料
理
を
作
る
と
、
と
て
も
味

が
よ
い
と
褒
め
ら
れ
ま
す
。
私
の

腕
と
い
う
よ
り
は
、
こ
の
だ
し
パ

ッ
ク
の
お
陰
な
の
で
す
が
。
今
で

は
手
放
せ
な
い
一
品
で
す
。 

皆
さ
ん
、
是
非
お
試
し
く
だ
さ

い
。 

 

次
号 

日
高
（
中
川
）
恵
以
子 

『『
地地
元元
推推
しし
』』  

短
６ 

中
田
（
水
野
）
は
る
み 

「
ど
う
す
る
家
康
」
で
盛
り
上

が
っ
た
私
の
地
元
浜
松
。
今
春
は

「
浜
名
湖
花
博
2

0

2

4
」
で

再
び
盛
り
上
が
り
ま
す
。
会
場
は

浜
名
湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
と
は

ま
ま
つ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 

さ
て
私
の
推
し
は
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
の
「
桜
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
庭
園
」
で
す
。
心
奪
わ
れ
癒
さ

れ
る
美
し
い
庭
園
で
す
。
桜
の
開

花
時
期
に
合
わ
せ
て
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

 

次
号 

岩
垂
（
牧
内
）
頼
子 

『『
深深
海海
』』  

短
7 

野
中
（
山
本
）
裕
子 

い
と
う
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 

10
年
前
N

H

K
で
生
き
て

泳
ぐ
ダ
イ
オ
ウ
イ
カ
を
見
て
か

ら
高
水
圧
・
低
水
温
・
暗
黒
の
世

界
で
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
深

海
生
物
に
ハ
マ
っ
て
ま
す
。
今
一

番
の
推
し
は
デ
メ
ニ
ギ
ス
。
興
味

あ
る
方
は
検
索
し
て
ね
。
隣
の
沼

津
市
に
は
深
海
水
族
館
が
あ
り

日
本
一
深
い
駿
河
湾
で
捕
獲
さ

れ
た
深
海
生
物
や
世
界
で
も
こ

こ
だ
け
の
冷
凍
標
本
の
シ
ー
ラ

カ
ン
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

次
号 

秋
山
（
近
藤
）
え
み
子 

『『                        

すす
ごご
いい
でで
すす
』』  

短
９ 

柴
田
（
伊
川
）
明
子 

皆
さ
ん
ご
存
知
の
劇
団
四
季

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。 

 

11
月
に
日
本
上
陸
40
周
年
を

私
の
住
ん
で
い
る
名
古
屋
で
迎

え
ま
し
た
。
40
年
前
、
大
学
2
年

の
時
に
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
3
人
で

新
宿
西
口
の
テ
ン
ト
に
観
に
行

き
ま
し
た
。
あ
の
時
も
素
晴
ら
し

い
舞
台
に
驚
き
ま
し
た
が
今
は

も
っ
と
す
ご
い
で
す
。
あ
の
ダ
ン

ス
、
必
見
で
す
。 

 

千
秋
楽
は
5
月
、
あ
と
何
回

観
ら
れ
る
か
な
。 

 

次
号 

平
野(

上
野)

由
紀
子(

推) 

冷凍展示されているシーラカンス 
沼津港深海水族館 

  

久世福商店のだしパック、 
万能と昆布だしがあります 

キャッツ・シアターの舞台と客席 

雪
中
梅  

普
通
酒 

色鮮やかな花の競演  

癒しのガーデン  

「
キ
ャ
ッ
ツ
」

「
キ
ャ
ッ
ツ
」



5

 

5 
 

『『
出出
会会
いい
にに
感感
謝謝
』』  

短
10 

西
島
（
矢
島
）
り
さ 

以
前
、
十
数
年
間
、
あ
る
体
操

選
手
が
大
好
き
で
し
た
。
放
映
さ

れ
た
番
組
や
大
会
は
ほ
と
ん
ど

録
画
。
ひ
た
む
き
で
有
言
実
行
を

貫
く
姿
は
紆
余
曲
折
の
時
代
の

励
み
で
あ
り
希
望
で
し
た
。 

今
、
当
時
と
同
じ
熱
量
で
語
れ

る
推
し
は
い
な
い
け
れ
ど
、
心
に

し
み
る
楽
曲
・
郷
土
力
士
の
活

躍
・
隙
間
時
間
の
散
歩
等
に
日
々

力
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

出
会
い
に
感
謝
で
す
。 

 

次
号 

小
林
（
宮
下
）
幸
子
（
推
） 

『『
庭庭
のの
畑畑
』』  

短
11 

飯
田
（
赤
羽
）
幸
子 

昨
年
17
年
間
勤
め
た
信
大
検

査
部
を
退
職
し
て
、
時
間
と
心
の

余
裕
が
で
き
た
の
で
、
庭
の
一
角

に
畑
を
作
り
野
菜
を
育
て
ま
し

た
。 朝

起
き
て
、
苗
の
成
長
を
見
る

の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
収

穫
で
き
た
野
菜
の
味
は
格
別
で

食
卓
も
潤
い
ま
し
た
。 

畑
を
始
め
た
事
で
、
心
が
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
、
生
活
に
ハ
リ
も

で
き
た
の
で
、
良
い
こ
と
尽
く
し

で
し
た
。 

 

  

次
号 

松
島
（
生
間
）
志
保
（
推
） 

『『
おお
気気
にに
入入
りり
はは
高高
原原
美美
術術
館館
』』  

短
13 

鍵
谷 

ひ
と
み 

共
和
会
塩
田
病
院 

小
海
町
と
い
え
ば
、
新
海
誠
監

督
の
出
身
地
と
し
て
ご
存
知
の

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
っ
放
し

の
外
観
の
美
術
館
は
安
藤
忠
雄

氏
に
よ
る
設
計
で
、
高
原
の
自
然

と
よ
く
調
和
し
て
い
て
素
敵
で

す
。
住
ま
い
の
上
田
市
か
ら
車
で

2
時
間
余
り
の
ド
ラ
イ
ブ
も
楽

し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
市
街
地
を

避
け
、
季
節
の
風
を
感
じ
な
が
ら

向
か
い
ま
す
。 

 

次
号 

近
堂
（
大
野
）
純
子
（
推
） 

『『
パパ
ンン
活活
』』  

短
14 

横
山 

和
恵 

パ
ン
教
室
の
先
生
を
し
て
い

た
こ
と
が
あ
る
同
僚
か
ら
手
作

り
パ
ン
を
頂
い
て
か
ら
、
そ
の
方

と
好
き
な
パ
ン
や
お
気
に
入
り

の
パ
ン
屋
さ
ん
の
話
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
お
互

い
に
パ
ン
を
贈
り
合
っ
て
感
想

を
伝
え
合
っ
て
い
ま
す
。 

 

暑
い
夏
の
時
期
は
休
止
し
て

い
た
の
で
す
が
、
秋
に
な
り
、
ま

た
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

 

  

次
号 

倉
家
（
藤
元
）
佳
奈
子 

『『
おお
気気
にに
入入
りり
のの
作作
家家
』』  

短
15 

杉
山
（
曽
我
）
美
千
代 

岐
阜
大
学
大
学
院
連
合
獣
医
学
研
究
科 

 

森
絵
都
で
す
。
映
画
化
作
品
が
あ

り
ま
す
が
私
は
子
ど
も
が
持
っ
て
い

た
「
カ
ラ
フ
ル
」
で
知
り
ま
し
た
。

図
書
館
の
本
は
全
部
読
み
、
他
に

次
々
と
買
っ
て
読
ん
で
い
ま
す
。
児

童
文
学
が
多
い
で
す
が
大
人
向
け
も

あ
り
ま
す
。
わ
か
り
や
す
い
文
章
で
、

読
み
終
わ
っ
た
あ
と
爽
快
感
が
あ
り
、

勇
気
が
湧
き
、
何
か
考
え
さ
せ
ら
れ

る
作
品
が
多
い
で
す
。「
ラ
ン
」
を
読

ん
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
し
た
い
と
友
達

と
走
り
は
じ
め
、
３３
月
の
シ
テ
ィ
マ

ラ
ソ
ン
に
エ
ン
ト
リ
ー
も
し
ま
し
た
。

私
も
何
か
変
わ
れ
る
か
な
。 

 

次
号 

鮎
貝
（
坪
井
）
ゆ
う
子 

癒しスポット 蓮華寺池公園 

図書館にて  

今
年
茅
野
市
に
移
転
し
た
好
き
な 

パ
ン
屋
さ
ん
の
パ
ン
た
ち 

 

オ
ク
ラ
の
花 

 

こ
ん
な
に
綺
麗
で
す 



6

 

6 
 

『『
刺刺
繍繍
楽楽
しし
んん
でで
いい
まま
すす
』』  

短
17 

角
井
（
谷
中
）
ひ
と
み 

茨
城
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー 

針
と
糸
で
、
チ
ク
チ
ク
し
て
い

ま
す
。
始
め
る
ま
で
は
、
何
色
も

糸
を
揃
え
て
作
品
を
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
る
の
か
？
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
白
一
色
の

作
品
を
見
て
、
こ
れ
だ
と
思
い
チ

ャ
レ
ン
ジ
開
始
し
ま
し
た
。
ギ
ン

ガ
ム
チ
ェ
ッ
ク
の
マ
ス
目
に
合

わ
せ
て
シ
ン
プ
ル
な
ス
テ
ッ
チ

を
す
る
だ
け
で
特
別
が
作
れ
ま

す
。
気
が
つ
く
と
、
時
間
が
過
ぎ

て
い
ま
す
。 

 

  

次
号 

松
尾
（
大
桑
）
一
美
（
推
） 

『『
ジジ
ブブ
リリ
パパ
ーー
クク
』』  

短
18 

市
川
（
堀
江
）
淑
子 

10
月 

久
々
に
、
同
級
生
と
集

ま
っ
て
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。 

愛･

地
球
博
の
会
場
跡
地
の
公

園
内
に
、
日
時
予
約
制
の
ジ
ブ
リ

パ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。 

映
画
の
場
面
に
入
り
込
ん
で

写
真
を
撮
影
し
た
り
、
登
場
す
る

建
物
内
に
入
り
、
当
時
の
生
活
観

を
体
感
出
来
ま
す
。
今
後
も
、
新

エ
リ
ア
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の

で
公
園
の
散
策
を
兼
ね
て
訪
れ

て
み
て
は
・
・
・
。 

 

次
号 

大
池
（
高
木
）
里
枝 

『『
私私
のの
推推
しし
はは
筆筆
ペペ
ンン
』』  

短
22 

後
藤
（
木
村
）
磨
希 

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
作
成
に

カ
ラ
ー
筆
ペ
ン
は
大
活
躍
で
す
。

可
愛
い
絵
を
描
い
た
り
、
文
字
を

書
い
た
り
、
太
く
引
い
た
り
細
く

引
い
た
り
、
色
ん
な
表
情
を
見
せ

て
く
れ
る
か
ら
大
好
き
で
す
。
筆

ぺ
ン
は
多
く
の
種
類
や
色
が
あ

っ
て
集
め
る
の
も
楽
し
い
で
す
。 

今
は
、
筆
ペ
ン
で
絵
を
描
く
練

習
中
で
す
。
季
節
を
感
じ
ら
れ
る

す
て
き
な
絵
ハ
ガ
キ
が
描
け
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。 

 

  

次
号 

西
村
（
余
湖
）
奈
美
子 

『『
関関
西西
スス
イイ
ーー
ツツ
巡巡
りり
』』  

短
23 

竹
下 

律
子 

近
畿
大
学
病
院 

毎
年
11
月
5
日
に
ス
イ
ー
ツ

好
き
の
職
場
の
人
た
ち
と
関
西

ス
イ
ー
ツ
巡
り
を
や
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
滋
賀
県
に
行
き
ま
し

た
。
ラ
コ
リ
ー
ナ
（
焼
き
た
て
バ

ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
）
、
黒
壁
ス
ク
エ

ア
（
黒
壁
プ
リ
ン
）
、
メ
タ
セ
コ

イ
ア
並
木
を
回
り
ま
し
た
。
黒
壁

プ
リ
ン
は
上
が
ガ
ラ
ス
細
工
様

の
ゼ
リ
ー
層
、
下
が
プ
リ
ン
の

2
層
に
な
っ
て
い
て
美
味
し
か

っ
た
で
す
。
プ
リ
ン
好
き
な
方
に

オ
ス
ス
メ
で
す
！ 

 

次
号 

扇
谷 

晶
子
（
推
） 

『『
私私
のの
推推
しし
はは
自自
転転
車車
』』  

短
24 

中
出 

祐
介 

金
沢
大
学
附
属
病
院 

仕
事
と
家
庭
の
両
立
で
忙
し

い
日
々
で
す
が
、
空
き
時
間
を
作

り
一
人
で
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
乗

る
時
間
を
作
っ
て
い
ま
す
。
青
春

時
代
、
部
活
に
打
ち
込
ん
だ
よ
う

に
何
も
考
え
ず
に
風
を
切
っ
て

走
る
だ
け
で
、
季
節
を
肌
で
感
じ

心
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
、
体
力

向
上
に
も
役
立
ち
ま
す
。
車
で
は

な
く
自
転
車
で
走
る
と
新
し
い

町
の
風
景
も
発
見
で
き
、
お
勧
め

の
趣
味
で
す
よ
。 

次
号 

有
馬 

武
史 

メタセコイア並木の風景 
(11 月初旬）  紅葉時期は 
11 月下旬～12 月初旬です 

千と千尋の神隠しのワンシーン 

サイクリングロード沿いの 

海王丸パーク 

ピ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
と 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー 

 

セ
リ
ア
、 

ぺ
ん
て
る
の
カ
ラ
ー
筆
ペ
ン 



7

 

7 
 

『『
私私
のの
推推
しし
はは
TT

WW

EE

LL

LL

』』  
短
26 

友
田
（
町
田
）
京
子 

T

W

E

L

L
（
ト
ゥ
エ
ル
）

は
小
布
施
町
に
あ
る
人
気
の
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋
さ
ん
で
す
。
た

く
さ
ん
の
種
類
で
迷
っ
て
し
ま

う
日
も
あ
り
ま
す
が
、
作
り
立
て

を
販
売
し
て
い
る
た
め
か
売
り

切
れ
て
1
種
類
だ
け
！
な
ん
て

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
最
近
の
お

気
に
入
り
は
「
ア
ー
モ
ン
ド
キ
ャ

ラ
メ
ル
」
。
キ
ャ
ラ
メ
ル
味
の
ア

ー
モ
ン
ド
が
カ
リ
ッ
と
い
い
ア

ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
て
美
味

し
い
で
す
。 

 

  

次
号 

佐
藤
（
宮
澤
）
祐
子 

 

『『
おお
すす
すす
めめ
のの
公公
園園
』』  

短
27 

加
来
（
三
澤
）
和
佳
奈 

私
の
推
し
公
園
は
、
「
信
州
ス

カ
イ
パ
ー
ク
」
で
す
。
信
州
松
本

空
港
に
隣
接
し
て
い
る
と
て
も

広
い
公
園
で
す
。 

F

D

A
の
旅
客
機
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
離
発
着
を
間
近
で

見
る
こ
と
が
で
き
迫
力
が
あ
り

ま
す
。
お
す
す
め
の
施
設
は
、
お

も
し
ろ
自
転
車
広
場
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
自
転
車
が
あ
っ
て
、
と
て

も
楽
し
め
ま
す
。 

芝
生
や
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
の

ん
び
り
す
る
と
空
が
広
く
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。 

 

次
号 

手
塚 

文
恵 

『『
私私
のの
推推
しし
はは
おお
茶茶
』』  

短
28 

向
井
（
若
林
）
早
紀 

信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

私
が
お
茶
に
関
心
を
持
っ
た

の
は
、
体
の
プ
チ
不
調
改
善
の
た

め
に
お
茶
や
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
が

良
い
と
聞
い
た
こ
と
か
ら
で
す
。

主
に
、
な
た
ま
め
茶
や
エ
ル
ダ
ー

フ
ラ
ワ
ー
、
カ
モ
ミ
ー
ル
な
ど
に

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
他
に

も
ル
イ
ボ
ス
テ
ィ
ー
や
緑
茶
も

好
き
で
す
。
お
茶
の
力
を
借
り
て
、

心
穏
や
か
に
元
気
に
年
齢
を
重

ね
て
い
け
た
ら
と
思
う
日
々
で

す
。 

 

次
号 

中
嶋
（
水
野
）
由
美
子 

『『
ババ
スス
ケケ
少少
年年
！！
』』  

保
１ 

藤
井
（
小
越
）
ま
す
み 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
2

0

2

3
が
盛
り

上
が
っ
た
年
、
我
が
家
の
長
男
が

地
域
の
ミ
ニ
バ
ス
チ
ー
ム
に
所

属
し
ま
し
た
。
所
属
し
た
理
由
は
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
な
く
、
プ

ラ
ザ
で
読
ん
だ
「
ス
ラ
ム
ダ
ン

ク
」
の
漫
画
に
影
響
を
受
け
た
こ

と
が
始
ま
り
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

来
年
の
パ
リ
五
輪
の
頃
に
は
上

達
し
て
い
る
こ
と
を
願
い
、
家
族

で
応
援
し
て
い
ま
す
。 

  

次
号 

野
呂
（
幸
良
）
麻
理
子
（
推
） 

『『
我我
がが
家家
のの
助助
っっ
人人
シシ
ェェ
フフ
』』  

保
2 

龍
﨑
（
望
月
）
静
佳 

北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー 

あ
づ
み
病
院 

私
の
推
し
は
、
ア
イ
リ
ス
オ
ー

ヤ
マ
の
電
気
圧
力
鍋
。
2
人
目

の
育
休
中
に
、
仕
事
復
帰
後
の
家

事
と
仕
事
の
両
立
に
不
安
を
感

じ
、
購
入
を
決
意
。
手
間
な
煮
込

み
料
理
が
、
ほ
っ
た
ら
か
し
で
で

き
て
大
助
か
り
。
美
味
し
い
と

「
シ
ェ
フ
を
呼
べ
！
こ
の
○
○

が
お
い
し
い
ぞ
ょ
」
と
言
っ
て
く

れ
る
息
子
。
シ
ェ
フ
は
鍋
だ
け
ど

ね
（
笑
） 

今
後
も
活
躍
し
て
く

れ
る
こ
と
間
違
い
な
し

 

      

次
号 

新
津
（
宮
本
）
恵
理
奈  アイリスオーヤマ電気圧力鍋と 

箸で切れちゃう豚の角煮 

お気に入りのカップとお茶たちです 

信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
ー
リ
ア
ー
ズ
の 

試
合
を
観
戦
し
ま
し
た 

 

ダ
ブ
ル
が
定
番 

 

抹
茶
と
キ
ャ
ラ
メ
ル
ア
ー
モ
ン
ド 

 

おもしろ自転車と 

信州松本空港 
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『『
つつ
いい
つつ
いい
集集
めめ
ちち
ゃゃ
うう
』』  

保
４ 

木
下
（
古
川
）
い
ず
み 

 

我
が
家
で
は
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

が
大
人
気
で
す
。 

懐
か
し
の
人

生
ゲ
ー
ム
や
ト
ラ
ン
プ
、
U

N

O
な
ど
の
ド
定
番
か
ら
、
見
た

こ
と
も
無
い
よ
う
な
海
外
の
ボ

ー
ド
ゲ
ー
ム
ま
で
多
種
多
様
。
小

さ
い
子
供
で
も
わ
か
り
や
す
く

単
純
な
ル
ー
ル
で
、
考
え
た
人
は

す
ご
い
で
す
ね
。
最
近
の
お
気
に

入
り
は
『
お
ば
け
キ
ャ
ッ
チ
』
で

す
。
皆
さ
ん
も
是
非
や
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

 

 

次
号 

毛
利 

正
直
（
推
） 

『『
我我
がが
家家
のの
夏夏
のの
相相
棒棒
』』  

保
５ 

前
田
（
谷
本
）
麻
衣
子 

鳥
取
県
立
中
央
病
院 

昆
虫
好
き
の
息
子
に
は
欠
か

せ
な
い
虫
除
け
グ
ッ
ズ
「
お
に
や

ん
ま
君
」
！ 

愛
用
し
て
３
年
目

に
な
り
ま
す
。
お
に
や
ん
ま
君
を

帽
子
に
つ
け
て
い
る
お
か
げ
で
、

顔
だ
け
は
蚊
に
刺
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
か
ら
は
兄

妹
で
帽
子
に
付
け
始
め
、
夏
は
い

ろ
い
ろ
な
所
に
昆
虫
採
取
や
旅

行
へ
行
き
ま
し
た
！ 

 

お
に
や
ん
ま
君
と
共
に
夏
は

素
敵
な
思
い
出
で
い
っ
ぱ
い
で

す
♪ 

次
号 

本
山
（
松
本
）
麻
莉
子 

『『
私私
のの
推推
しし
はは
シシ
ママ
エエ
ナナ
ガガ
』』  

保
7 

青
木 

尚
文 

株
式
会
社
分
析
屋 

シ
マ
エ
ナ
ガ
の
か
わ
い
い
と

こ
ろ
は
、
小
さ
く
て
愛
ら
し
い
姿
、

ダ
ン
ス
の
よ
う
な
飛
び
方
、
明
る

い
さ
え
ず
り
で
す
。
そ
の
小
さ
な

体
と
黒
白
の
模
様
が
か
わ
い
ら

し
く
、
飛
ぶ
姿
は
ま
る
で
ダ
ン
ス

の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
明
る
く
元

気
な
さ
え
ず
り
は
癒
し
や
活
力

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。 

以
上
す
べ
て

C
h

a
tG

P
T

が

書
い
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

次
号 

伊
藤 

彰
洋 

『『
進進
撃撃
のの
巨巨
人人
』』  

保
9 

櫻
井
（
蕪
木
）
理
子 

ち
ょ
う
ど
私
が
大
学
生
の
頃

に
流
行
っ
て
い
た
漫
画
で
す
が
、

先
日
ア
ニ
メ
の
完
結
編
が
放
送

さ
れ
た
こ
と
で
再
燃
し
ま
し
た
。 

た
だ
巨
人
と
戦
う
だ
け
で
は

な
く
・
・
・
と
て
も
奥
の
深
い
話

で
す
。
だ
か
ら
何
回
見
て
も
お
も

し
ろ
い
し
、
飽
き
な
い
し
、
何
度

で
も
泣
け
ま
す
。
ア
ニ
メ
版
の
迫

力
が
大
好
き
で
す
。 

未
履
修
の
方
に
は
是
非
観
て

ほ
し
い
作
品
で
す
。 

 

次
号 

大
槻
（
飯
山
）
正
美 

『『
手手
軽軽
なな
キキ
ャャ
ンン
ププ
』』  

保
12 

足
立
（
池
田
）
朱
里 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
大
流
行
し
た
キ

ャ
ン
プ
。
私
も
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
を

は
じ
め
、
今
も
ほ
そ
ぼ
そ
と
続
け

て
い
ま
す
。 

家
の
近
く
の
湖
岸
公
園
で
気

持
ち
の
よ
い
風
に
あ
た
り
、
琵
琶

湖
の
風
景
と
と
も
に
味
わ
う
ご

飯
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
抜
群

で
す
！ 

 

日
頃
の
忙
し
さ
を
忘
れ
て
自

然
を
楽
し
む
時
間
は
私
の
推
し

時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

  

次
号 

池
田 

悠
馬 

ハードな日々ですが、 

いつも癒されています 

我
が
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の 

一
部
で
す 

琵
琶
湖
を
見
つ
め
な
が
ら 

 

圧倒的強さと優しさの 
リヴァイ兵長（USJ にて） 

グランピングで 
魚のつかみ取りを体験♪ 
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『『
パパ
ンン
屋屋
巡巡
りり
』』  

保
13 

武
田 

麻
希 

安
城
更
生
病
院 

早
起
き
が
苦
手
な
私
は
、
Q

O

L
向
上
の
た
め
パ
ン
屋
巡
り

を
始
め
ま
し
た
。 

朝
一
に
行
け
ば
、
焼
き
立
て
の

パ
ン
を
沢
山
の
種
類
の
中
か
ら

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
し
、
朝
早
く

に
行
動
す
る
だ
け
で
充
実
し
た

一
日
に
で
き
た
気
が
し
て
気
分

も
上
が
り
ま
す
。
目
標
は
お
気
に

入
り
の
パ
ン
屋
を
見
つ
け
て
常

連
さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。 

        

次
号 

萩
田 

愛
琴 

『『
ねね
ここ
』』  

保
1５ 

古
田 

真
友
花 

キ
ッ
セ
イ
薬
品
工
業
株
式
会
社 

私
の
推
し
は
、
い
つ
で
も
私
に

癒
し
を
与
え
て
く
れ
る
、
我
が
家

の
2
匹
の
猫
達
で
す
。 

 

も
う
8
歳
と
16
歳
な
の
で
、

猫
と
し
て
は
高
齢
の
部
類
で
す

が
、
ま
だ
ま
だ
毎
日
家
中
を
元
気

に
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
2
匹
が
な
る
べ
く
健
康
に

長
生
き
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  

次
号 

福
地 

麻
衣
佳
（
推
） 

『『
略略
称称
はは
アア
トト
スス
キキ
』』  

保
1６ 

小
澤 

里
咲 

私

の

推

し

は

、

A
to

m
ic

 

S
k
ip

p
e
r

で
す
。 

静
岡
発
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
、

2

0

2

3
年
5
月
に
メ
ジ
ャ

ー
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
、
10
月

に
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ラ
ジ
オ
も
始

ま
り
ま
し
た
。 

高
校
の
頃
、
地
元
で
演
奏
を
見

た
時
か
ら
ず
っ
と
応
援
し
て
い

て
、
近
頃
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

る
姿
に
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
す
。

素
敵
な
曲
ば
か
り
な
の
で
是
非

聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

 

  

次
号 

濵
出 

侑
希 

『『
推推
しし
猫猫  

りり
おお
ちち
ゃゃ
んん
』』  

保
17 

赤
羽 

匠
吾 

信
州
大
学
大
学
院 

私
の
推
し
は
実
家
で
飼
っ
て

い
る
猫
で
す
。
7
年
前
に
家
の

近
く
で
保
護
し
て
か
ら
家
族
の

一
員
と
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

保
護
し
た
時
か
ら
は
想
像
も
つ

か
な
い
程
す
く
す
く
育
ち
、
獣
医

さ
ん
か
ら
お
や
つ
禁
止
令
が
で

る
ほ
ど
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
私
が
実
家
を
離
れ
て
か

ら
は
帰
る
度
に
他
人
扱
い
さ
れ

る
の
が
悲
し
い
で
す
が
、
い
つ
ま

で
も
元
気
に
い
て
欲
し
い
で
す
。 

 

  

次
号 

信
岡 

英
彦 

■■
次次
号号  

編編
集集
委委
員員
会会
かか
らら
のの
推推
薦薦  

短
5 

佐
塚
（
石
合
）
弘
美 

短
8 

小
林 

い
ず
み 

短
12 

沢
井
（
櫻
井
）
花
織 

短
16 

大
谷
（
大
澤
）
里
美 

短
19 

北
村
（
高
澤
）
ひ
ろ
美 

短
20 

牛
山
（
奥
山
）
英
理
子 

短
21 

寺
嶋
（
沖
野
）
ゆ
か
り 

短
25 

西
澤 

和
世 

短
29 

篠
塚 

法
子 

保
3 

柏
井 

伸
幸 

保
6 

木
村
（
渡
慶
次
）
雅 

保
8 

尾
関 

沙
耶 

保
10 

関 

莉
乃 

保
11 

高
橋 

夏
野 

保
14 

加
藤 

麻
衣 

 

次
号
の
原
稿
は
、
編
集
委
員
会

か
ら
あ
ら
た
め
て
封
書
等
に
よ

り
依
頼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

私
の
在
学
中
に
、
ツ
ア
ー
で 

松
本
に
来
て
く
れ
ま
し
た 

 

左：チョコレート（16）と 
右：もなか（8）です 

道の駅「南アルプスむら長谷」 
推しはクロワッサン 

リ
オ
五
輪
の
開
会
式
の
日
に 

出
会
い
ま
し
た 
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『『
秋秋
のの
スス
ポポ
ーー
ツツ
大大
会会
』』  

令
和
５
年
９
月
20
日
（
水
）

に
、
検
査
技
術
科
学
専
攻
の
恒
例

行
事
で
あ
る
、
３
年
生
主
催
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
松
本
市
本
郷
体

育
館
に
て
行
い
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
流
行
の
影
響
で
こ
こ
数
年
は

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た

本
大
会
で
す
が
、
今
年
は
令
和
元

年
度
以
来
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

参
加
し
た
32
名
の
３
年
生
は

６
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
勝
敗
を

競
い
ま
し
た
。 

 

チ
ー
ム
に
は
男
子
や
女
子
、
運

動
部
や
そ
う
で
な
い
様
々
な
人

が
入
り
混
じ
り
、
協
力
し
な
が
ら

白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
普
段
勉
学
に
猛
烈
に
励

み
体
を
固
く
し
て
い
る
私
た
ち

も
、
久
々
に
仲
間
と
気
持
ち
の
い

い
汗
を
流
し
、
い
い
気
分
転
換
に

も
な
り
ま
し
た
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
後
に
は
、
保

健
学
科
北
校
舎
の
２１１
講
義
室
に

て
懇
親
会
を
行
い
、
先
生
方
を
迎

え
て
会
話
を
交
え
な
が
ら
食
事

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

各
テ
ー
ブ
ル
に
そ
れ
ぞ
れ
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ

ー
が
集
ま
り
、
話
題
に
華
を
咲
か

せ
ま
し
た
。
普
段
は
あ
ま
り
関
わ

り
が
な
い
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
も

話
す
い
い
機
会
と
な
り
、
親
睦
も

よ
り
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。 

 

↑
 

優
勝
チ
ー
ム
と 

新
井
先
生
・
平
先
生 

 

日
々
の
勉
強
、
進
学
、
就
職
な

ど
、
頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
も
多
い

３
年
生
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
夏

最
後
に
素
敵
な
思
い
出
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

３
年 

竹
田 

愛
香 

 

 

 

  

次回の募集は 

「私の推しは 〇〇〇」です。 
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令
和
5
年
9
月
に
長
野
則
之

先
生
の
後
任
と
し
て
群
馬
大
学
医

学
部
保
健
学
科
か
ら
本
学
医
学
部

保
健
学
科
検
査
技
術
科
学
専
攻
に

着
任
い
た
し
ま
し
た
松
本 
竹
久

（
ま
つ
も
と 

た
け
ひ
さ
）
と
申

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

私
は
北
海
道
の
出
身
で
群
馬
大

学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
を
修
了

後
、
平
成
16
年
度
に
本
学
医
学
部

附
属
病
院
臨
床
検
査
部
で
勤
務
し
、

臨
床
微
生
物
検
査
や
感
染
制
御
業

務
に
携
わ
り
な
が
ら
臨
床
微
生
物

検
査
技
師
と
し
て
の
研
鑽
を
積
ん

で
参
り
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
に

本
学
の
大
学
院
博
士
課
程
を
修
了

し
、
そ
の
後
、
教
員
と
し
て
群
馬

大
学
で
研
究
と
臨
床
検
査
学
の
教

育
に
携
わ
り
ま
し
て
、
令
和
5
年

9
月
か
ら
再
び
信
州
に
戻
り
、
現

在
に
至
り
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
私
の
臨
床
検
査
技
師

と
し
て
の
礎
を
築
か
せ
て
頂
い
た

本
学
で
教
育
に
携
わ
る
機
会
を
頂

き
ま
し
て
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
私
が
こ
れ
ま
で
に
感

じ
て
き
た
臨
床
検
査
の
面
白
さ
や

魅
力
を
学
生
諸
君
に
伝
え
な
が
ら
、

共
に
成
長
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。 

研
究
で
は
臨
床
微
生
物
検
査
で

正
し
い
検
査
結
果
を
得
る
こ
と
が

難
し
い
変
異
型
細
菌
に
関
す
る
研

究
や
難
培
養
性
細
菌
に
関
す
る
研

究
を
テ
ー
マ
に
、
臨
床
検
査
法
の

改
良
や
新
た
な
臨
床
検
査
法
の
開

発
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
本
学
や
地
域
社
会
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

本
学
で
の
新
た
な
旅
路
を
学
生

諸
君
と
臨
嶺
会
会
員
の
皆
様
と
歩

む
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
臨
嶺
会
会
員
の
皆
様
の
お
力

添
え
を
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

よ
う
こ
そ 

 

松
本 

竹
久 

先
生 
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22002233 年年ののででききごごとと 

 3 月 21 日（火）信大松本地区卒業式・学位記授与式 

祝賀会、謝恩会は中止 

4 月  4  日（火）信大入学式 

９月 2１日（木）就職・進学支援セミナー （３年生対象、臨嶺会支援） 

講師  小澤 里咲さん （磐田市立総合病院 保 16 期生） 

安藤志歩香さん  （中部国際医療センター 保 12 期生） 

中川真優子さん （株式会社マツモト交商 保 13 期生） 

馬場ひさみさん （長野赤十字病院 短 7 回生） 

9 月 2２日（金）接遇対策セミナー（3 年生対象、臨嶺会支援） 

  
 

 

 

野
本
昭
三
先
生
が
、
令
和
5
年
６
月
３

日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享
年
95
歳
）
。

本
学
科
の
前
身
で
あ
る
医
療
技
術
短
期
大

学
部
に
お
い
て
生
化
学
を
ご
担
当
さ
れ
ま

し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

臨
嶺
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
（
第

39
・
44
号
）
で
は
平
成
29
年
・
令
和
４
年

の
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
に
参
加
さ
れ
た
野
本

先
生
の
お
元
気
な
姿
を
拝
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
是
非
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

編編
集集
後後
記記 

            

  

 

  

  

  

  
 

            

  

 

  

  

  

  
 

         
 

         
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
5
類
に
移

行
し
て
初
め
て
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
長
期
化
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ

り
、
常
に
緊
張
感
を
保
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
医

療
機
関
は
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一

方
、
最
近
に
な
っ
て
そ
の
緊
張
感
は
緩
和
傾
向
に

あ
り
、
こ
れ
ま
で
開
催
を
自
粛
し
て
い
た
忘
年
会

が
復
活
し
た
施
設
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
い

く
つ
か
の
忘
年
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
久
々
の
忘
年
会
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

が
、
飲
み
会
で
の
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、
得
ら
れ
る
情
報
量
が
絶
対
的
に
多
く
、
人
間

関
係
の
構
築
に
優
れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
同
時

に
自
粛
期
間
が
長
く
続
い
た
こ
と
で
、
対
面
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
い
と
い
う
人
た
ち
と
、

対
面
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
な
く
て
も
仕

事
は
回
る
と
考
え
た
人
た
ち
の
二
分
化
が
、
以
前

よ
り
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
も
感
じ
ま
し
た
。

飲
み
会
が
好
き
な
わ
た
し
個
人
と
し
て
は
、
「
飲

み
会
＝
上
司
や
同
僚
に
気
を
使
う
場
」
と
い
う
認

識
を
変
え
て
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
と
し
て
い
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。 

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

武
市 

尚
也 

故故  野野本本昭昭三三先先生生  ごご略略歴歴  
1928 年生まれ 
1960 年 4 月  信州大学医学部附属病院 
 中央検査部 勤務 

1968 年     米国コネチカット州立医科  
大学に留学 

1976 年 4 月 信州大学医療技術短期大学部 

 衛生技術科 教授 
1993 年 3 月 同上 定年退職 
2023 年 6 月 3 日 ご逝去（享年 95 歳） 

 
 

追追
悼悼 
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第第 1188 回回臨臨嶺嶺会会総総会会ののごご案案内内  
        

 
 

第 18 回臨嶺会総会を下記の通り開催いたします。 

皆様お誘い合わせの上、是非ご出席くださいますようお願い申し上げます。 

 

記 

日時 令和 6 年 5 月 25 日（土） １３時～16 時（受付１２時３０分より） 

会場 信州大学医学部保健学科中校舎１階 ２１１講義室 

内容 総会  ・事業報告および会計報告・会計監査報告・事業計画および予算（案） 

・会報発送について・役員改選・その他 

講演会  「わが国の臨床検査技師教育とカリキュラムの変遷」 

講師  奥村伸生 先生 

懇親会   本年度は行いません 

【【ごご注注意意】】  お車でお越しの際は、大学正門より入構カードを購入してお入りください。 

       （附属病院駐車場とは違いますので、お間違いのないようご注意ください。） 

受付にて領収書と引き換えでお支払いをいたします。 

 

準備の都合上、  出出席席のの場場合合ののみみ 55 月月 11 日日（（水水））までに 

右 QR コード（https://forms.gle/tHkZv6A5pNhKjY9u5）、 

あるいはメール（kensa@shinshu-u.ac.jp）のいずれかの方法で、 

ご回答ください。 

その際、会報封筒の宛名面に記載の会員番号、及び氏名の記載が 

必要です。 

臨嶺会会長 奥村 伸生 
事務局  小穴 こず枝 

樋口 由美子 
平  千明 

新井 慎平 

重藤  聖子 
編集委員会 武市 尚也 

金井 崚 
印刷  株式会社成進社印刷 

〒390-8621 松本市旭 3-1-1 

信州大学医学部保健学科検査技術科学専攻 

Tel. 0263-37-2387（ダイヤルイン） 

Fax. 0263-37-2370（保健学科事務部） 

e-mail kensa@shinshu-u.ac.jp 

臨嶺会ホームページ  

http://www.mhoken.jp/rinreikai/ 

臨臨  嶺嶺  会会  事事  務務  局局 臨臨  嶺嶺  会会  会会  報報  

第第 4455 号号 

 

13 
 

第第 1188 回回臨臨嶺嶺会会総総会会ののごご案案内内  
        

 
 

第 18 回臨嶺会総会を下記の通り開催いたします。 

皆様お誘い合わせの上、是非ご出席くださいますようお願い申し上げます。 

 

記 

日時 令和 6 年 5 月 25 日（土） １３時～16 時（受付１２時３０分より） 

会場 信州大学医学部保健学科中校舎１階 ２１１講義室 

内容 総会  ・事業報告および会計報告・会計監査報告・事業計画および予算（案） 

・会報発送について・役員改選・その他 

講演会  「わが国の臨床検査技師教育とカリキュラムの変遷」 

講師  奥村伸生 先生 

懇親会   本年度は行いません 

【【ごご注注意意】】  お車でお越しの際は、大学正門より入構カードを購入してお入りください。 

       （附属病院駐車場とは違いますので、お間違いのないようご注意ください。） 

受付にて領収書と引き換えでお支払いをいたします。 

 

準備の都合上、  出出席席のの場場合合ののみみ 55 月月 11 日日（（水水））までに 

右 QR コード（https://forms.gle/tHkZv6A5pNhKjY9u5）、 

あるいはメール（kensa@shinshu-u.ac.jp）のいずれかの方法で、 

ご回答ください。 

その際、会報封筒の宛名面に記載の会員番号、及び氏名の記載が 

必要です。 

臨嶺会会長 奥村 伸生 
事務局  小穴 こず枝 

樋口 由美子 
平  千明 

新井 慎平 

重藤  聖子 
編集委員会 武市 尚也 

金井 崚 
印刷  株式会社成進社印刷 

〒390-8621 松本市旭 3-1-1 

信州大学医学部保健学科検査技術科学専攻 

Tel. 0263-37-2387（ダイヤルイン） 

Fax. 0263-37-2370（保健学科事務部） 

e-mail kensa@shinshu-u.ac.jp 

臨嶺会ホームページ  

http://www.mhoken.jp/rinreikai/ 

臨臨  嶺嶺  会会  事事  務務  局局 臨臨  嶺嶺  会会  会会  報報  

第第 4455 号号 


